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touch-panel screening tests

（タッチパネル型スクリーニングテストを用いた多系統
萎縮症と皮質性小脳萎縮症における認知機能の評価
および情動機能の評価）
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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【目的】多系統萎縮症（MSA）および皮質性小脳萎縮症（CCA）における認知機能および情

動の特徴，タッチパネル式スクリーニング検査の有用性について検討する。【方法】MSA-C
患者，MSA-P 患者，CCA 患者の神経心理検査およびタッチパネル式スクリーニング検査の

結果を正常コントロール群と比較した。【結果】MMSE，HDS-R，FAB，MoCA は MSA-C
患者において有意に低下していたが MSA-P 患者では有意な認知機能低下を認めなかった。

CCA 患者は FAB と MoCA の有意な低下を認めた。また，3 疾患においてうつ状態を認めた。

タッチパネル式スクリーニング検査では，3 疾患において鬼ごっこ課題の有意な正打率の低

下を認め，MSA-C 患者においてカードめくり課題の有意な所要秒数の延長を認めた。【結論】

MSA-C 患者，MSA-P 患者，CCA 患者の認知機能ではそれぞれ異なる特徴を認め，タッチパ

ネル式スクリーニング検査は MSAおよび CCAの認知機能評価に有用である可能性が示唆さ

れた。 
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